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序 文

岩 堀 長 慶 (上智大 理工)

昨年 (!987年)10月に“組合せ論とその周辺の研究”という題て 京大 数理研て

研究集会か行われた。内容は、可換環論 代数幾何 Lユ e環の表現論と半二二集合の相

互関係をテーマとするものて 関係する分野の人々(名大の松村教授,日比氏,渡辺純三

氏,東海大の渡辺敬一氏,成嶋氏,東北大の谷崎氏 (現在は阪大),東大の寺田氏,青学大

の小他氏ら)が始めて一緒になって 相互の研究分野の諸関係や面白い共通問題を話しあ

う集会が開かれた。このテーマに興味をもった参加者は他大学からも多く出席し、自由な

討論や質問に満ちた集会てあった。報告集は数理研講究録 641として 1988年 1月に

出版されている。今年も 8月に同し所で昨年の続きを発展的に続けようと皆が希望して、

第 2回集会を開くことになった。細部にわたって計画を立て、種々のテーマの適当な話し

手を具体的に立案し、交渉して実現化したのは 名大の日比氏てある。他の人々も IISk,心に

協力して 新しい話し手も増加した。例えば興味ある話として名大の三町氏の q一解析の

話,東大の石川氏,岡田氏の平面分割に関する話 (Stanley氏の“パン屋の 1ダーー

ス予想”という予想解説中に登場する面白い問題に絡む話)なともある。

今後も分野に関係なく親しいそして話の通しあうこの集会を続けて行くことを念しつつ。
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